






























 

 

 

 

第２９回全国高等学校情報処理競技大会   主催 愛媛県教育委員会・愛媛県商業教育研究会 

 

 

愛媛県予選競技問題（２０１７．６．１７） 

〔第Ⅱ部〕 表計算とアルゴリズム 
 

 

（解答時間 問題【１】，【２】，【３】，【４】とあわせて４０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

 

（１）筆記用具は，鉛筆またはシャープペンシルと消しゴムとする。 

（２）筆記用具などの物品の貸借はできない。 

（３）電卓の使用は認めない。 

（４）解答は明瞭に記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 係員の指示があるまで，問題に手を触れないでください。 
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【１】 表計算ソフトを使った納品書の作成に関する次の記述を読んで，設問 1，2に答えよ。 

  

K 社の販売部門では，今まで手書きで納品書を作成してきた。しかし，地道な営業活動の甲斐あっ

て営業成績が著しく上昇したため，手書きによる納品書の作成は社員にとって大きな負担となってきた。

そこで，表計算ソフトを利用し，納品書の自動作成システムを構築することにした。図 1は，納品書自

動作成システムにおける表の一部である。 

 

 

 

図１ 納品書作成画面 

 

このシステムは，得意先番号や商品番号を入力すると，得意先名や商品名，単価が自動的に表示され，

更に個数を入力すると，消費税や税込金額，合計が算出されるように設計されている。それぞれの金額

の計算方法は，次のとおりである。 

・消費税の算出 

単価に個数を乗じた金額に 8／100を乗じ，1円未満を切り捨てた額とする。 

・税込金額の算出 

単価に個数を乗じた金額に消費税を加算し，10円未満を切り捨てた額とする。 

 

また，この表計算ソフトでは，次のような VLOOKUP関数が用意されている。 

VLOOKUP関数の書式は，“VLOOKUP(照合値，照合範囲，列位置)”である。VLOOKUPは，“照合範囲”

の最左端列を上から下に検索し，“照合値”と等しい値を含むセルが現れる最初の行を探す。次に，そ

の行に沿って“照合範囲”の最左端列から数えて“列位置”を 1，2，3，‥・と付与し，指定した“列

位置”のセル値を関数値として返す。 

“照合範囲”は，ワークシート中の長方形の領域とし，領域の左上と右下のセルを使って“左上～

右下”の形で指定する。ここで，列位置は，照合範囲内とする。 

 

 

 

A B C D E F G H

1

2 XXXX/04/01

3 得意先番号 ST01 　山田一郎　様

4

5 商品番号 商品名 単価 個数 消費税 税込金額

6 AX001 清酒 1,250 2 200 ¥2,700

7 BW002 缶ビール 220 10 176 ¥2,370

8

9

10 合計 12 376 ¥5,070

11

納　品　書
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設問１ 先名や商品単価の自動参照に関する次の記述中の       に入れる適切な字句を，解答

群の中から選べ。  

 

次の表を利用し，得意先名を自動参照する式を立てることにした。 

 

 

図２ 得意先表 

 

実際に得意先名を表示するのは D3であるので，このセルに VLOOKUP関数を用いた式を入力する。この

場合に入力する式は，次のとおりである。 

VLOOKUP(       ，J51～M80，      ) 

 

同様に，商品番号表を用いてセル D6に単価を自動参照する式を立てると次のようになる。その後，

セル D6の内容をセル D7から D9に複写する。 

 

 

図３ 商品番号表 

 

VLOOKUP(       ，      ～       ，      ) 

 

注）商品番号表を用いてセル C6 に商品名を自動参照する式については省略する。その後,セル C6 の内

容をセル C7から C9に複写する。 

 

a，cに関する解答群 

ア B3               イ C3          ウ D3               エ B6 

オ C6             カ D6 

 

 

 

J K L M

49 得意先表

50 得意先番号 得意先名 電話 住所

51 ST01 山田一郎 089-931-XXXX 松山市柳井町

～ ～ ～ ～ ～

80 WO03 佐藤治夫 0895-64-XXXX 宇和島市和霊町

J K L

99 商品番号表

100 商品番号 商品名 単価

101 AX001 清酒 1,250

102 BW002 缶ビール 220

～ ～ ～ ～

129 WO03 缶酎ハイ 150

a b 

c d e f 
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b，fに関する解答群 

ア 0                イ 1           ウ 2                エ 3 

オ 4 

 

d，eに関する解答群  

ア J101             イ J$101         ウ $J101           エ L129 

オ L$129            カ $L129 

 

 

設問２ 消費税と税込金額の計算に関する次の記述中の       に入れる適切な字句を，解答群

の中から選べ。なお，解答は重複して選んでもよい。  

 

納品書の消費税や税込金額を求めるには、各セルに次のような計算式を入力する。まず，消費税につい

ては税抜きの商品金額に 8／100 を乗じて求める。この場合，1 円未満を切り捨てるので、セル F6 に次

のような計算式を入力する。 

 INT(             *              ) 

 

その後,セル F6 の内容を,セル F7 から F9 に複写する。こうして求めた消費税と税抜きの金額を加算し

て税込金額を求めるが，税込金額については，10円未満を切り捨てる必要がある。そのため，MOD関数

を用いて，セル G6に次のような計算式を入力する。 

D6 * E6 ＋ F6 － MOD(             ，             ) 

 

その後、セル G6の内容を G7から G9に複写する。 

なお G6の計算式を,INT関数を用いると 

INT((       )／       )* 

 

と表現できる。 

 

注）E10～G10の合計に関する計算式については省略する 

 

g，iに関する解答群 

ア D6＋E6             イ D6＊E6         ウ E6＊F6          

エ D6＊E6＋F6         オ D6＊E6＊F6        カ D6＋E6 

 

h，j，k，lに関する解答群 

ア 0.08                イ 0.8           ウ 1               

エ 1.08                オ 1.8                カ 10 

キ 100                 ク 1000 

 

g h 

i j 

i k l 
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【２】表計算ソフトを利用した試験結果分析に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。 

 

E高等学校では，普通科，商業科，情報科の 1年生を対象として，講師が学生の習熟度を知る目的で，

数学Ⅰと英語Ⅰの二つの科目の試験を月 1回実施している。 

従来，試験結果分析は，各科目を担当している講師が個々に表計算ソフトを利用して行っていたが，

このたび，統一したワークシートを用いて行うことになった。 

試験結果分析の概要は，次のとおりである。 

 

【試験結果の概要】 

（1）1人の学生は一つの学科に属し，一つの学科には複数の学生が属する。 

（2）試験は各科目 200点満点であり，各学生の科目別の得点は 0～200点の整数値である。 

（3）数学Ⅰと英語Ⅰの二つの科目の合計点を求める。 

（4）合計点を対象として，合計点の降順に順位表を作成する。 

（5）科目別の得点及び合計点について，“学科ごとの平均”及び“三つの学科全体（以下，全体という）

の平均”を求める。 

（6）度数分布表を作成する。度数分布表は 8個の階級を設け，次の表のように，階級番号，下限値，上

限値を設定し，三つの学科の全学生の得点を対象として科目ごとに階級別の度数（人数）を求め

る。 

 

表 階級番号，下限値，上限値 

階級番号 下限値 上限値 

1 0 25 

2 26 50 

3 51 75 

4 76 100 

5 101 125 

6 126 150 

7 151 175 

8 176 200 

 

教務部の Cさんは，ワークシートの作成を担当することになり，図の試験結果分析を行うためのワー

クシートを作成した。 
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注 網掛けの部分は、表示していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B C D E F G H I

1 平均表

2 学科番号 学科名 人数 合計点 数学Ⅰ 英語Ⅰ

3 G01 普通科 102

4 G02 商業科 115

5 G03 情報科 86

6 303

7

8 度数分布表

9

10 階級番号 下限値 上限値 数学Ⅰ 英語Ⅰ

11 1 0 25

12 2 26 50

13 3 51 75

14 4 76 100

15 5 101 125

16 6 126 150

17 7 151 175

18 8 176 200

19

20 順位表

21

22 順位 学生番号 学生名 学科番号 合計点 数学Ⅰ 英語Ⅰ 数学Ⅰ 英語Ⅰ

23 1

24 2

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

325 303

全体

度数

得点 階級番号
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図のワークシートでは，次の三つの関数及び整列機能を用いている。 

 

【関数の説明】 

表 ワークシートで用いる関数 

書式 説明 

SUMIF 

(範囲，検索条件，合計範囲) 

例えば，“条件付合計（A1～A10，C1，Bl～B10）”とした場合セ

ル A1～A10 のうち値がセル C1 の値と同じセルを探し，セル Bl

～BlO のうちそれと対応するセルの合計値を関数値として返

す。 

COUNTIF 

(範囲，検索条件) 

例えば，“同値個数（Pl～PlO，Sl）”とした場合，セル P1～PlO

のうち，セル S1 の値と同じ値をもつセルの個数を関数値とし

て返す。 

RANK 

(数値，範囲，順序) 

“数値”には，順位を調べたい数値が格納されているセルを指

定する。“範囲”には，順位付けの対象となる数値が格納されて

いる範囲を指定する。“順序”には，0 を指定すると降順に，1

を指定すると昇順に順位が決定され，“数値”に対応する順位を

関数値として返す。また，同一の数値が範囲内に複数あるとき

は，その数値に対応する順位は，同一順位となる。 

 

【整列機能の説明】 

整列範囲，整列キー及び昇降順を指定して整列する機能である。 

 

設問１ 図のワークシートにおいて，順位表の説明は次のとおりである。順位表の説明中の 

          に入れる適切な字句を，解答群の中から選べ。 

 

【順位表の説明】 

（1）セル B23～B325 には学生番号，セル C23～C325 には学生名，セル D23～D325 には学科番号，セル

F23～G325には科目別の得点を入力した。 

（2）セル E23～E325に合計点を表示するために，セル E23に計算式“SUM(F23～G23)”を入力し，セル

E24～E325に複写した。 

（3）整列範囲をセル B23～G325とし，列 E(合計点)を第 1キーとして降順に，列 B(学生番号)を第 2キ

ーとして昇順に整列した。 

（4）セル A23～A325 に順位を求めるために，セル A23 に次の計算式を入力し，セル A24～A325 に複写

した。 

RANK(       ，      ，0) 

 

（5）セル H23～I325に“科目別の得点が属する度数分布表での階級番号”を科目別に表示するために，

セル H23に次の計算式を入力し，セル H24～H325，セル I23～I325に複写した。 

 

     IF（F23＝0，1，      ） 

 

ａ ｂ 

ｃ 
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a，bに関する解答群 

ア E23         イ E$23          ウ $E$23 

エ E23～E325      オ E$23～E$325      カ $E23～$E325 

 

cに関する解答群 

ア INT((F23－1)／25)        イ INT((F23－1)／25)＋1  

ウ INT(F23／25)          エ INT(F23／25)＋1 

 

 

設問２ 図のワークシートにおいて，平均表の説明は次のとおりである。平均表の説明中の 

          に入れる適切な字句を，解答群の中から選べ。 

 

【平均表の説明】 

（1）セル B3～B5には学科番号，セル C3～C5には学科名を入力した。 

（2）セル D3～D5に人数を表示するために，セル D3に計算式“COUNTIF(D$23～D$325，B3)”を入力 

し，セル D4～D5に複写した。 

（3）セル D6に全体の人数を求めるために，セル D6に計算式“合計（D3～D5）”を入力した。 

（4）セル E3～E5に合計点の平均，セル F3～G5に科目別の平均を表示するために，セル E3に次の計算

式を入力し，セル E4～E5，セル F3～G5に複写した。 

 

SUMIF(       ，      ，      )／ 

 

（5）セル E6に全体の合計点の平均，セル F6～G6に全体の科目別の平均を表示するために，セル E6に

次の計算式を入力し，セル F6～G6に複写した。 

SUM(E23～E325)／$D6 

 

d，fに関する解答群 

ア D23～D325    イ D$23～D$325    ウ $D23～$D325    エ $D$23～$D$325 

オ E23～E325    カ E$23～E$325    キ $E23～$E325    ク $E$23～$E$325 

 

e，gに関する解答群 

ア B3    イ B$3    ウ $B3    エ $B$3 

オ D3    カ D$3    キ $D3    ク $D$3 

 

 

  

d e f g 
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設問３ 図のワークシートにおいて，度数分布表の説明は次のとおりである。度数分布表の説明中の 

          に入れる適切な字句を，解答群の中から選べ。 

 

【度数分布表の説明】 

（1）セル Ell～E18 に階級番号を表示するために，セル Ell に 1，セル E12 に計算式“Ell＋1”を入力

し，セル E12の計算式をセル E13～E18に複写した。 

（2）セル Fll～F18 に下限値，セル Gll～G18 に上限値を表示するために，セル Fll に 0，セル Gl1 に

25，セル F12に計算式“Gll＋1”，セル G12に計算式“Gll＋25”，を入力し，セル F12～G12の計算

式をセル F13～G18に複写した。 

（3）セル Hll～I18に科目別の度数を表示するために，セル Hllに次の計算式を入力し，セル H12～H18，

セル Ill～I18に複写した。 

 

    COUNTIF（       ，      ） 

 

h に関する解答群 

ア H23～H325     イ H$23～H$325 

ウ $H23～$H325      エ $H$23～$H$325 

 

i に関する解答群 

ア E11    イ E$11    ウ $E11    エ $E$11 

h i 
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【３】 次のプログラムの説明を読んで，設問 1，2に答えなさい。 

 

〔プログラムの説明〕 

文字列の圧縮・伸張のアルゴリズムに関するプログラムの説明、フローチャートを読んで答えよ。主

プログラムから渡された圧縮されたデータ（以下，圧縮済データという）を圧縮する前のデータ（以下，

圧縮前データという）に変換（以下，伸張という）する副プログラム Expnd である。 

 

 

(1) 圧縮前データから圧縮済データヘの変換仕様は，次のとおりである。 

① 連続する同一文字を，圧縮記号 CMK、文字、文字数の順に格納する。ここで， 

圧縮記号 CMKは，圧縮前データに含まれていないものとする。 

 

② 連続する同一文字が３文字以内の場合は，圧縮しないで格納する。 

 

③ 圧縮済データの終端には，終端文字 EOS を格納する。ここで，終端文字 EOSは、 

圧縮前データの終端にも含まれているものとする。 

 

(2) 副プログラム Expnd は，主プログラムから渡された圧縮済データを伸張し，その結果を 

主プログラムに返す。 

(3) 伸張したデータの終端には，終端文字 EOS を格納する。 

(4) 副プログラム Expnd による伸張の例を次の図に示す。 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] … [n] 

A A B B B @C C 4 @C D 5 … @E 

 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] [13] … [m] 

A A B B B C C C C D D D D D … @E 

 

※@C は圧縮記号 CMKを、@E は終端文字 EOS を表す。 

 

 

 

(5) 副プログラム Expnd の引数の仕様を次の表に示す。 

  

引数名 データ型 入力／出力 意味 

IDat [] 文字型 入力 圧縮済データ 

ODat [] 文字型 出力 伸張したデータ 

 

 

 

 

図 Expnd による伸張の例 

 

表 Expndの引数の仕様 
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【プログラムの流れ図】 

 

α 

ループ 2 

0 → k 

ループ 2 
 

（ b ）の間 

終 了 

ループ 1 

 

No 

 

Yes 

 

IDat [i+1] → ODat [j] 

 

EOS → ODat [j] 

開 始 

0 → i 

 

0 → j 

ループ 1 
 

IDat [i] ≠ EOSの間 

（ a ） 

 

j + 1 → j 

k + 1 → k 

（ c ） 

i + 1 → i 

（ ｄ ） 

 

j + 1 → j 
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設問 1 プログラム中の( ａ )～( ｄ )に入れる適切な字句を，解答群から選びなさい。 

 

ａに関する解答群 

ア IDat [i] = CMK  イ IDat [i] = EOS 

ウ IDat [j] = CMK  エ IDat [j] = EOS 

 

ｂに関する解答群 

   ア k < IDat [i + 1]   イ k < IDat [i + 2] 

ウ k < IDat [j + 1]   エ k < IDat [j + 2] 

 

ｃに関する解答群 

   ア i + 1 → i   イ i + 2 → i 

ウ i + 3 → i   エ i + j → i 

 

ｄに関する解答群 

   ア IDat [j] → ODat [i]  イ IDat [i + 1] → ODat [j] 

ウ IDat [i] → ODat [j]  エ IDat [k] → ODat [k] 

 

 

設問 2  圧縮状態が以下の状態で，このプログラムを実行した場合，αは何回通過するか解答群から

選びなさい。 

 

[0] [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] 

@C A 5 @C B 4 C C @C D 4 E @E 

 

 

   

解答群 

  ア ３回 イ ４回 ウ ８回 エ 13回 
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【４】 次のプログラムの説明を読んで，設問に答えなさい。 

 

〔プログラムの説明〕 

進級試験の結果が格納されているファイルを読み込み， 生徒の獲得した得点をヒストグラムに編集して

出力するプログラム Histogramである。 

 

(1) 試験結果ファイルには， ある学校で実施された進級試験の結果（以下， 試験結果という）が格納

されている。 試験結果ファイルのレコード様式を図 1に示す。 

 

学籍番号 生徒氏名 学年 得点 その他 

図 1 試験結果ファイルのレコード様式 

 

① 生徒 1人分の試験結果が 1レコードとして格納されている。 

② 試験結果ファイルは， 学籍番号の昇順に整列済みである。 

③ 得点には， 生徒の獲得した得点が 0～100 の整数値で格納されている。 

 

(2)  出力するヒストグラムは， 得点の範囲を 10 区間に分け，各区間に含まれる人数を集計したもの

である。 ヒストグラムの出力例を図 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：ヒストグラムの出力例 

 

① 得点の範囲を， 0～10 点、11～20 点、… 91～100 点の 10 区間に分け， 各区間に含まれる

人数を集計する。 

② 集計した人数により， 次の式で求めたアスタリスク（＊）の個数分， アスタリスクを出力す

る。ここで， 除算の結果は小数点以下を切り捨てる。 

アスタリスクの個数＝人数／10 

③ アスタリスクの個数が，50を超える区間は存在しないものとする。 

 

 

000 - 010 : ***** 

011 - 020 : ************ 

021 - 030 : ***************** 

031 - 040 : ******************** 

041 - 050 : *************************** 

051 - 060 : ******************************* 

061 - 070 : ****************************************** 

071 - 080 : ************************************ 

081 - 090 : *************************** 

091 - 100 : **************** 
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(3) プログラム中の配列 Ninzu と配列 Kukanの添字[0]は使用せず、添字[1]から使用するものとする。 

 

(4) プログラム中の除算の結果は，小数点以下を切り捨てた整数値が格納される。 

 

(5) 試験結果ファイルには， 1 件以上のレコードが存在するものとする。 

 

(6) Histogram は，試験結果ファイルから 1 件分のレコードを読み込んで得点などを返す副プログラム

RecordReadと，指定された文字列を出力する副プログラム TextPrintを使用する。各副プログラム

の引数の仕様を表 1, 表 2 に示す。 

 

表１ 副プログラム RecordRead の引数の仕様 

変数名 入力／出力 意味 

Filename 入力 「試験結果ファイル」のファイル名の文字列 

Tokuten 出力 試験結果ファイルの 1 レコード中の得点の値を格納する整数型の変数 

Status 出力 試験結果ファイルから 1 レコードを読み込んだときの結果を返す。 

・レコードが入力されたときは， 1 を返す。 

・レコードがないときは，0を返す。 

 

 

表２ 副プログラム TextPrint の引数の仕様 

変数名 入力／出力 意味 

Text 入力 出力対象が格納される文字型の変数 

Count 入力 出力対象の文字数 

Kaigyo 入力 出力後の改行の有無を指定する。 

・改行を行うときは，1を設定する。 

・改行を行わないときは，0を設定する。 
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配列 Ninzuを 0で初期化する 

配列 Kukanに区間名を入れる 

 

【プログラムの流れ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページへ続きます 

 

開 始 

1 → Tokuten 

（ a ） 

 

 

(Tokuten + 9) / 10 → K 

 

 

Yes 

No 
 Tokuten = 0 

試験結果ファイルを読み込み， 

各区間に含まれる人数を集計 

ループ１ 

ループ１ 

Status = 1 の間 

A 

 副プログラム RecordRead 

(“試験結果ファイル”, 

Tokuten, Status) 

 

 

 副プログラム RecordRead 

(“試験結果ファイル”, 

Tokuten, Status) 
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前ページから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒストグラムを出力 

ループ２ 

終 了 

ループ２ 

（ ｂ ）の間 

1 → L 

 

（ ｃ ） 

 

 

K + 1 → K 

 

（ ｄ ） 

 

 

Yes 

No 
 Ninzu[K] > 0 

1 → K 

 

 

ループ３ 

L < Ninzu[K] の間 

ループ３ 

 副プログラム TextPrint 

(Kukan[K],12, 0 ) 

 副プログラム TextPrint 

(“*”, 1, 0 ) 

 副プログラム TextPrint 

(  ｅ  ) 

A 

 副プログラム TextPrint 

(“ ”, 1, 1 ) 
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設問 プログラム中の( ａ )～( ｅ )に入れる適切な字句を，解答群から選べ。 

 

ａに関する解答群 

ア Ninzu[K] + 1 → Ninzu[K] 

イ Ninzu[K] + Tokuten → Ninzu[K] 

ウ Ninzu[K - 1] + 1 → Ninzu[K - 1] 

エ Ninzu[K - 1] + Tokuten → Ninzu[K - 1] 

 

ｂに関する解答群 

ア K く 10  イ K > 10  ウ K <= 10  エ K >= 10 

 

ｃに関する解答群 

ア Ninzu [K] / 10 → Ninzu[K] 

イ (Ninzu [K] + 9) / 10 → Ninzu[K] 

ウ Ninzu[K - 1] / 10  → Ninzu[K - 1] 

エ (Ninzu[K - 1] + 9) / 10 → Ninzu[K - 1] 

 

ｄに関する解答群 

ア L + 1 → L    イ L - 1 → L 

ウ L + K → L    エ L - K → L 

 

ｅに関する解答群 

ア (“*”, 1, 0 )    イ (“*”, 1, 1 ) 

ウ (“ ”, 1, 1 )    エ (“ ”, 2, 1 ) 

 

 



選手番号

【１】

(a) (b) (c) (d)

(e) (f)

(g) (h) (i) (j)

(k) (l)

【２】

(a) (b) (c)

(d) (e) (f) (g)

(h) (i)

【３】

(a) (b) (c) (d)

【４】

(a) (b) (c) (d)

(e)

設問３

設問１

設問２

設問２

設問１

【Ⅱ】　表計算とアルゴリズム　解答用紙

得点

設問１

設問

設問２


